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ロバストな設計とロバストでない設計構造物のレジリエンス指標
■レジリエンスとは、地震により建物が損傷・被害を受けた際に、もとの状態へと回復する能力のことを意味して
います。免震・制振ハイブリッド構造のようなロバストな設計をめざし、構造ヘルスモニタリングにより建物の現
状を知ることでレジリエンスは高められます。
■免震と制振のハイブリッドシステムである「免震・連結ハイブ
リッドシステム」のメカニズムを明らかにし、直下型地震動や長
周期地震動などの種々の地震動に対して高いロバスト性を有
することを明らかにしました。
■ 「免震・連結ハイブリッドシステム」を用いた建物は、地震危険
度の高い東京湾岸において高いロバスト性を有する超高層マ
ンションとして実際に設計されています。
■建物の現状を調べるために、地震時のデータを用いて
いた従来の方法とは異なり、通常の状態で得られる常時
微動データを用いて建物のローカルな剛性などの特性を、
人間の体に聴診器をあてるような感覚で、限られたデー
タから直接同定することを世界で初めて可能としました。
実建物
で検証
１ランクグレードアップした建物として
東京や大阪でも続々実現！
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